
セ
ル
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

は
「
自
己
変
革
」
の
意
味
で
す
。

つ
ま
り
Ｓ
Ｉ
Ｐ
と
は
、
成
果
の
出

な
い
社
員
を
教
育
し
て
、
高
い
成

果
を
上
げ
ら
れ
る
社
員
に
な
る
よ

う
、
自
己
変
革
を
促
す
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
今
年
は
、
少
人
数

の
グ
ル
ー
プ
制
集
合
教
育
を
丸
２

日
実
施
し
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
の
個
人
面
談
を
２
回
行
う

構
成
で
し
た
。

教
育
の
中
身
は
、
こ
れ
ま
で
の

会
社
生
活
を
振
り
返
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
ル
ネ
サ
ス
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
だ
け
で
な
く
人
生
全
体
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
つ
い
て
考
え
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
自
己
啓

発
の
た
め
の
具
体
的
な
行
動
計
画

を
立
て
て
実
行
す
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
人
事
制
度
は
、
評
価

「
１
」
を
２
回
連
続
で
取
る
と
降

格
に
な
る
仕
組
み
で
す
。
毎
年
１

割
以
上
の
社
員
が
降
格
に
な
る
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
の
よ
う
な
悪
質
な
制

度
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
人
事
権
の

濫
用
と
し
て
、
違
法
の
疑
い
が
濃

厚
な
も
の
で
す
。

そ
こ
で
会
社
は
、
「
１
」
の
評

価
を
取
っ
た
者
に
対
し
て
、
ま
ず

社
長
名
で
改
善
を
促
す
レ
タ
ー
を

送
り
、
そ
の
後
で
こ
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
を

受
講
さ
せ
る
の
で
す
。
会
社
と
し

て
は
、
本
人
に
改
善
を
促
し
、
改

善
の
た
め
の
教
育
の
機
会
も
設
け

た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
も
改
善
が

見
込
め
な
け
れ
ば
本
人
の
問
題
で

あ
り
降
格
も
や
む
な
し
と
言
い
た

い
の
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
、
大
量
降
格

を
手
段
と
し
た
人
件
費
ダ
ン
ピ
ン

グ
を
会
社
が
実
行
で
き
る
よ
う
に

設
け
た
、
脱
法
の
た
め
の
ア
リ
バ

イ
工
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
悪
質
な
制
度
・
教
育
は
早
晩

改
め
ら
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

ル
ネ
サ
ス
は
昨
年
１
０
月
、

新
人
事
制
度
へ
の
切
り
替
え

と
と
も
に
、
全
社
員
の
基
本

給
を
一
律
に
７
．
５
％
カ
ッ

ト
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
半

の
社
員
を
下
位
の
等
級
へ
降

格
し
て
、
賃
下
げ
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、

総
額
人
件
費
を
年
間
１
０
０

億
円
削
減
す
る
の
が
目
的
で

す
。こ

う
し
た
大
幅
な
賃
下
げ

を
実
施
し
や
す
く
す
る
た
め
、

一
時
金
（
ボ
ー
ナ
ス
）
で
著

し
い
格
差
を
設
け
、
良
い
評

価
を
取
っ
た
少
数
の
社
員
だ

け
は
、
従
来
制
度
よ
り
も
高

い
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
、
収
入
が
増
え
る
も
減

る
も
個
人
の
頑
張
り
次
第
で

あ
る
か
の
様
に
す
り
替
え
ま

し
た
。

会
社
は
、
こ
の
年
末
よ
り

Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
部
門
間
格
差

を
導
入
し
、
一
時
金
の
格
差

を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
方
針

で
す
。

上
期
の
営
業
利
益
率
１
７
．

５
％
と
い
う
好
結
果
に
対
し
、

労
働
組
合
は
３
．
５
ヶ
月
と

言
う
、
か
つ
て
な
い
高
水
準

を
要
求
し
て
い
ま
す
が
、
低

評
価
に
な
る
と
思
っ
て
い
る

部
門
、
個
人
の
間
に
は
、
ど

う
せ
自
分
達
に
は
還
元
さ
れ

な
い
と
の
し
ら
け
ム
ー
ド
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

格
差
と
い
う
の
は
、
固
定

化
す
る
の
が
常
で
す
。
固
定

化
さ
れ
た
格
差
が
、
は
な
は

だ
し
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低

下
の
元
に
な
る
こ
と
に
も
留

意
す
べ
き
で
す
。

遠
藤
会
長
の
就
任
後
す
ぐ

に
、
会
社
は
相
対
評
価
を
廃

止
す
る
と
告
げ
て
き
ま
し
た
。

相
対
評
価
の
お
か
し
さ
は
、

ほ
と
ん
ど
誰
が
見
て
も
明
ら

か
で
し
た
の
で
、
ま
ず
は
是

正
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、

内
実
を
伴
っ
た
是
正
（
む
り

や
り
低
評
価
者
を
作
ら
な
い

な
ど
）
に
期
待
し
ま
す
。

生
活
を
破
壊
す
る
ほ
ど
の

賃
下
げ
、
業
務
上
の
必
然
性

の
乏
し
い
大
転
勤
の
問
題
、

長
時
間
労
働
の
慢
性
化
、

（
明
ら
か
に
労
働
の
対
価
で

あ
る
は
ず
の
）
月
３
０
時
間

を
超
え
た
残
業
代
の
不
払
い

な
ど
、
ル
ネ
サ
ス
の
人
事
制

度
に
は
、
ま
だ
ま
だ
お
か
し

い
と
思
え
る
事
項
が
、
い
く

つ
も
残
っ
て
い
ま
す
。

遠
藤
新
体
制
の
も
と
、
こ

う
し
た
過
去
の
人
事
制
度
の

失
敗
が
、
順
次
是
正
さ
れ
て

い
く
事
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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２
０
１
３
年
５
月
に

可
決
し
た
共
通
番
号

法
が
、
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
し
た
。
10

月

以
降
、
各
家
庭
に
個

人
番
号
を
通
知
す
る

カ
ー
ド
が
届
い
て
い

ま
す
。

来
年
１
月
か
ら
は
、

希
望
者
に
個
人
番
号

カ
ー
ド
も
発
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
の
中
に

は
ル
ネ
サ
ス
の
セ
キ
ュ
ア
マ
イ
コ

ン
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
住

基
ネ
ッ
ト
の
住
基
カ
ー
ド
は
、
10

年
以
上
か
け
て
や
っ
と
８
０
０
万

枚
余
り
の
普
及
に
留
ま
り
ま
し
た

が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
用
セ
キ
ュ

ア
マ
イ
コ
ン
は
既
に
、
こ
の
数
を

上
回
る
数
量
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
政
府
は
普
及
に
向
け
て

並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
共
通
番
号
法
は
、

ア
メ
リ
カ
や
韓
国
な
ど
で
頻
発
し

て
い
る
「
な
り
す
ま
し
犯
罪
」
の

増
加
の
危
険
性
、
個
人
デ
ー
タ
大

量
流
出
の
危
険
性
、
憲
法
13
条
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
の
危
険
性
、

そ
れ
に
国
家
や
公
安
警
察
に
よ
る

個
人
の
監
視
と
独
裁
国
家
化
の
危

険
性
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
ル
ネ
サ
ス
の
半
導
体
が
、

悪
し
き
用
途
に
使
わ
れ
た
り
、
悪

し
き
意
図
の
成
就
を
助
け
る
こ
と

が
無
い
よ
う
、
ど
う
対
処
す
べ
き

か
考
え
る
必
要
を
感
じ
ま
す
。

マイナンバーと
ルネサス

業
績
評
価
で
「
１
」
ま
た
は
「
２
」
の
評
価
が
付
い
た
社
員
を
対
象

に
、
セ
ル
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
と
い
う
、

外
部
の
人
材
派
遣
会
社
が
主
催
す
る
教
育
が
各
事
業
所
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
体
ど
ん
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
正
体
と
は
？

Ｓ
Ｉ
Ｐ
と
は
何
か

真
の
目
的
は
何
か＜発行者＞

ルネサス関連
労働者懇談会

（ルネサス懇）

〒142-0043
東京都品川区二葉
2-20-8染野ビル2F
（電機労働者

懇談会気付）
(03)6421-5323

ル
ネ
サ
ス
懇

雇用も人権も守る企業を目指せ！
10
月
30
日
に
、
会
社
は
上
期
決
算
を
報
告

し
ま
し
た
。
売
上
げ
は
３
，
６
０
７
億
円
、

営
業
利
益
は
６
３
１
億
円
と
な
り
、
前
年
同

期
と
比
較
し
て
減

収
増
益
と
な
り
ま

し
た
。

営
業
利
益
は
１
７
．
５
％
に
も
達
し
ま
し

た
が
、
注
力
分
野
で
あ
る
自
動
車
向
け
が
微

増
に
留
ま
る
一
方
で
、
民
生
用
途
な
ど
が
事

業
撤
退
等
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

成
長
軌
道
に
乗
る
道
筋
自
体
が
依
然
、
漠

然
と
し
て
い
る
印
象
が
あ
り
、
多
く
の
社
員

か
ら
は
日
常
業
務

と
の
結
び
つ
き
が

見
え
ず
、
グ
ル
ー

プ
内
で
必
ず
し
も
共
有
で
き
て
い
な
い
の
が

実
態
で
す
。
そ
れ
が
来
年
度
以
降
の
展
開
に

不
安
を
感
じ
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

格
差
是
正
こ
そ
再
生
へ
の
道

６
月
の
株
主
総
会
で
作

田
前
会
長
が
退
任
と
な
り

ま
し
た
。
退
任
の
背
景
は

必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ル
ネ
サ
ス

の
現
在
は
、
リ
ス
ト
ラ
効

果
や
為
替
効
果
等
で
一
時

的
に
利
益
が
上
が
っ
て
い

ま
す
が
、
成
長
戦
略
の
具

体
化
が
未
だ
不
十
分
で
、

売
り
上
げ
の
下
降
は
来
年

度
も
続
く
見
込
み
で
す
。

自
ら
が
唱
え
た
変
革
プ
ラ

ン
も
道
半
ば
、
本
来
な
ら

こ
れ
か
ら
と
言
う
と
き
で

し
ょ
う
。
高
額
（
昨
年
度

は
１
億
１
３
０
０
万
円
）

の
役
員
報
酬
を
手
に
、
ボ

ロ
が
出
な
い
う
ち
に
逃
げ

る
よ
う
に
去
っ
た
と
い
う

印
象
が
残
り
ま
し
た
。

作
田
前
会
長
は
、
ル
ネ

サ
ス
の
社
員
を
「
真
面
目

そ
う
に
し
て
い
る
が
本
気

に
は
見
え
な
い
」
と
、
就

任
当
初
か
ら
何
度
も
繰
り

返
し
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
当
然
な
が
ら
、
本

気
と
は
、
ト
ッ
プ
に
立
つ

も
の
が
率
先
し
て
見
せ
て

こ
そ
の
も
の
で
す
。
も
し

作
田
前
会
長
が
、
今
後
の

ル
ネ
サ
ス
の
発
展
に
本
気

で
責
任
が
あ
る
と
お
考
え

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
手
に

し
た
高
額
報
酬
を
全
額
ル

ネ
サ
ス
株
に
投
資
し
て
、
向
こ
う

数
年
間
は
売
却
し
な
い
と
宣
言
す

る
こ
と
も
可
能
か
と
思
い
ま
す
。

経
営
者
の
本
気
は
、
言
葉
で
は
な

く
、
行
動
で
こ
そ
伝
わ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

上
期
決
算
報
告
よ
り

賃
下
げ
と

論
理
の
す
り
替
え

Ｋ
Ｐ
Ｉ
で

更
に
格
差
拡
大

シ
ッ
パ
イ
・
シ
バ
タ

の
是
正
に
期
待

ル
ネ
サ
ス
懇
が
運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。
８
月
よ
り
、
新
コ
ー
ナ
ー
の
「
ル
ネ
サ
ス
懇
の
ア
ゴ
ラ
」

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
ア
ゴ
ラ
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
広

場
の
意
味
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
ト
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
主
に
私
た
ち
ル
ネ
サ
ス
懇
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
な
っ

て
、
意
見
や
主
張
を
述
べ
ま
す
。
読
者
の
方
か
ら
ご
意
見
・

ご
感
想
を
頂
い
た
場
合
に
は
、
そ
れ
も
掲
載
す
る
予
定
で
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
下
さ
い
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去る６月２４日、武蔵事業所で開催

された株主総会において、ルネサスと

団体交渉をしている株主が出席しまし

た。

総会では、事前に株主が提出してい

た質問状に対し、経営者から用意した

文書を読み上げる形で回答がありまし

た。この中で特徴的だったのは、株主

の指摘した違法派遣の実態を、会社が

認める回答があったことです。

現在のルネサスは、人員の大幅な削

減によって職場の繁忙感が増しており、

派遣社員を大量に受け入れざるを得な

くなっています。その派遣社員の中に、

最近ルネサスを早期退職した社員も多

数いました。この違法派遣問題につい

ては、社内でもメールマガジン（コン

プライアンス通信５４号）で社員に展

開されています。

なお、株主総会の模様についての詳

細は、「むさしＮｅｔ１５５号」（ル

ネサス懇ホームページに掲載）を参照

願います。

－最近の出来事－

電機・情報ユニオンは、１２月３日

に計画している「全労連・東京地評争

議支援総行動」に今年も参加します。

豊洲の新本社前における宣伝行動は、

8時から９時を予定しています。その

後、会社に対し要請行動を行いたいと

考えています。

昨年の要請行動では、米田委員長か

ら要請書を手渡して、工場の存続や、

広域配転の是正、熊本の偽装請負問題

の話し合いによる解決などを訴え、会

社に回答を求めました。

国連グローバルコンパクトやＩＳＯ

２６０００などの国際ルールに則り、

今後も会社との対話の機会を求めてい

きます。

昨年の宣伝行動の模様（日ビル内会議室にて）

鶴岡工場が、３月末で遂に閉鎖となります。もともとはＮＥＣ

の歴史ある半導体開発製造拠点だった鶴岡工場には、優れた技術

と高い意識を兼ね備えた社員が、今でも多数残って働いています。

現在は、Ｓｋｙｐｅの利用で遠距離会議も普通に行われています。

それらが利用できることを理由に、部門まるごと不便な遠地へ配

転した例もルネサスにはあります。ですから、可能な限り鶴岡市

内に、ルネサス社員として働ける環境を残すよう願います。

１０月２５日に、ひたちなか市会議員選挙がありま

した。ルネサスが“会社ぐるみ”で推していた候補者

は、２３６５票で３選を果たしましたが、前回の５位

当選から今回１3位と大幅に順位を落としました。那

珂の社員数が増えていながらのこの結果に、現在の社

員の意識が表れています。

また、「社内に設けた選挙事務所は、会社から格安

で貸し出されていたのではないか」「課長が選挙活動

にかり出されていた」「うぐいす嬢の社員は、ちゃん

と有給休暇を取って活動したのだろうか」など、公職

選挙法への抵触を不安視する声も聞かれます。

本社が日本ビルから豊洲フォレシアに移転して、

通勤時間が約２０分増加しました。フロアは綺麗

で、窓も大きく明るく、会議室や椅子などの事務

設備も整っています。しかし、個人ロッカーがフ

ロア内のボックスだったり、ムダが無さ過ぎて落

ち着かない面も・・・。

会社提供の「スマホ」の通信が不安定などの問

題も解消されていません。売りだったヘルシーメ

ニューの食堂は、閑古鳥が鳴いている様子。経営

者は社員のニーズがイマイチ分かっていない（？）

安全衛生委員会で、メンタルヘルスを病

む社員が増加していると報告がありました。

武蔵事業所では、数年前にリストラのど

さくさの中で、メンタルヘルスで療養中だっ

た社員がほとんど退職してしまう事態が起

きました。一度は対象者のいなくなったメ

ンタルヘルスが急増している以上、これは

個人の素質の問題ではなく、職場の環境に

主原因があることは明白と思います。長時

間労働と遠距離通勤も大きな原因と思われ、

早急な是正を求めます。

「広域転勤させられたすべての人は、元の職場に戻す様、働きかけてほしい。事業場

閉鎖で戻る所が無い場合は、元の職場付近に事務所を開設して、自宅から通勤させて

ほしい。二重生活をさせられ、家賃補助もほとんど出ないに等しい。生活が苦しい。

食費を削り生活するしかない。数ヶ月で痩せてしまった。病気になってしまう。早く

家に帰りたい。二重生活は辛い。生活が苦しい。」（アンケートに寄せられた声より）

ＪＤ熊本は、１２月で閉鎖予定

のシンガポール工場から大量に製

品が移管されてきていて、立ち上

げに大忙しです。

シンガポール工場は、端子にパ

ラジウムめっきを施した車載用パッ

ケージの量産をいち早く開始する

など、ルネサスの海外工場の中で

も最高の品質を誇っていました。

この工場が閉鎖になり、しかも製

品をわざわざ国内工場に移した背

景には、外ヅラをよくするために

工場の数を減らすうえで、ＮＥＣ

系の工場をターゲットにするとい

う“政治的”な意図があったので

はないかとの憶測が飛んでいます。

ルネサスでは、低評価を付けた社員に対し、「工場労働になっ

ても構わない」という念書を、パワハラ面談を通じてむりやり

書かせています。大分工場や米沢工場には、念書を根拠に事務

職や技術職から工場労働に配転させられた社員が来ています。

中には５０代半ばの社員もいて、肉体的に厳しい交代制の勤務

に従事しており、会社の安全配慮義務の不履行を疑っています。

ＲＳＭＣ鶴岡

ＲＳＰＴ大分

ＪＤ熊本＆ＲＳＳ

高崎

那珂

豊洲

武蔵
ルネサス発足時は最大の拠点

かつ本店の所在地だった玉川事

業所も閉鎖となりました。跡地

は売却されて商業施設などで有

効利用されるのかと思っていた

ら、ＮＥＣマネジメントパート

ナーなど、ＮＥＣの関連会社が

入り、一部を使用しているのみ

です。大家のＮＥＣが、有効活

用を理由にルネサスを追い出し

たというのは嘘だったのでは・・・。

玉川

全国の拠点・工場から、
最近の出来事や声をリポー
トします。

職場の実態や、労働者の状況などは、労働

者が広く共有すべき情報です。ルネサス懇ま

でご連絡いただいたご意見や情報は、可能な

限りビラやホームページで掲載していきます。

今後の工場集約計画
・鶴岡工場閉鎖：2016年3月末

（300mmは2月末、

５インチは３月末で生産終了。）

・滋賀８インチ集約：2016年1月末
（ロームへ2月に売却）

・ＲＳＳ閉鎖：2015年12月末

７年前の投資と、鶴岡８インチラインからの設備移

設で増強した滋賀の８インチも、1月末で集約です。

表示デバイス事業の失敗があったとは言え、この短期

間での激変は何なのだろうかと思わずに居られません。

目先の利益率を追っても、すぐに陳腐化します。償

却の終わったラインで、化合物やパワー半導体をもっ

と磨いて、ニッチな分野で生きていくというコンテン

ジェンシーがあっても良いのではないかと思います。

ＲＳＭＣ滋賀


